
【取組内容】 児童が自ら学習を調整し、主体的・対話的な学びの実現をめざした授業の工夫（４年算数科）

たつの市立小宅小学校（兵庫県）【指定校】

様式Ⅰ-２

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

授業時間のはじめに自分でめあてを設定し、それ
に沿って、学習を進めていく。

子どもたちがいつでも見通しをもって学習を進め
られるように、学習の手引きやルーブリックを
GoogleClassroomに提示する。

一人で学習を進めたり、友だちと考えたりしなが
ら自分にあった学習方法を選択し、考えたことを
共有しながら協働的に学んでいく。

授業の終わりにGoogleスプレッドシートに打ち込

んでいた振り返りだったが、授業の終わりだけで
なく学びながらその都度打ち込んでいく児童の姿
も見られるようになってきた。そうすることで、
書き込む量が増えてきている。

・学習の見通しをもたせることで、自分のペースで意欲的に取り組む児童が増えた。

・学習方法についても自分で調整し、他者と対話しながら自分にあった学びの環境をつくり、学習する姿が見
られた。

・自分のめあてと振り返りを充実させ、学んだことを言語化することでその時間の学びを整理することができ
次の一歩へつながると考えられる。今後はその質にもこだわっていきたい。
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